
平成 19 年度障害者自立支援調査研究プロジェクト 事業実施報告概要 

事 業 名 地域生活を支える相談支援体制構築に係る実践的調査研究事業 

事 業 目 的 

 

入所・入院からの地域移行及び地域での生活を継続していくためには、地域

の実情に応じたきめ細やかな相談支援体制の構築が不可欠である。しかし、当

事者への「情報の伝達」「ニーズ把握」「支援に応じた連携」に関して大きな

格差がある現状である。 

そこで、その改善のために、①情報の発信と受信の充実、②障害福祉及びその

他の広範な関係機関との連携、③地域の実情に応じた社会資源開発と活用が必

要であり、相談支援体制を中心に、それぞれの開発と充実を行うとともに、そ

の具体的な実施体制や連携方法等(支援プログラム)を明らかにする。 

事 業 概 要 

１、情報発信とニーズ把握に関すること 

(1)相談支援窓口、障害福祉サービス等の概要についてのリーフレットの作成

及び配布。 

(2)障害当事者による分かり易い資料の作成 

２、連携に関すること 

情報提供及びニーズ把握。入所施設、医療機関、教育関係、一般企業等 

(1)「あいさつまわり」の実施 

(2)関係機関・地域に対する学習会の実施 

３、社会資源の開発に関すること 

(1)関係機関との課題に応じたワーキング会議の実施により、現状調査と施策提

言を行う。・医療ケアの必要性・視覚障害・発達障害児の支援 

事業実施結果 

及び効果 

【実施結果】 

１、情報発信・ニーズはあく ２、連携 ３、社会資源の開発 

の推進の観点から、下記のとおり、１０の事業を実施した。 

相談支援専門員リーフレット      

長野市ふくしネットリーフレット 
企画書、報告書、リーフレット 

障害理解セミナー 企画書、報告書、当日資料、DVD（当日撮影） 

発達障害児ワーキング 企画書、報告書、写真 

相談支援員に関する周知度アンケ

ート 
企画書、冊子（報告書、調査結果） 



相談員あいさつ回り 企画書、冊子（報告書、結果内容） 

視覚障害支援ネットワーキング 
企画書、報告書、リーフレット（カセットテープ、フロッピ

ー、墨字リーフレット）、セミナーチラシ、 

医療的ケアの必要な方の支援を考

えるワーキング 
企画書、報告書、冊子（結果内容） 

障害のある子の支援ガイド作成

ワーキング 
企画書、報告書、冊子（ガイドブック） 

障害理解の DVD 製作 企画書、報告書、DVD 

 

【効果】 

○ 多種多様な環境に暮らす在宅障害者への情報提供・ニーズ把握・相談支援

が可能となり、課題解決の可能性とスピードが上がり、必要な支援が可能

になるための基礎作りができた。 

○ 本取組みにより、関係者間の具体的な連携が始まり、地域で暮らす障害者

に対するきめ細やかで必要な形で、すばやい情報提供・相談支援システム

が構築されるための、基礎作りになった。 

○ レポートや、ちらし、ＤＶＤにまとめることにより、取組みの総括をする

とともに、他の地域にノウハウ等を提供しやすくなり、今後の効果的な社

会資源開発の一助となった。 

事 業 主 体 

〒381-2226 長野市川中島町今井1387-5 ハーモニー桃の郷 3階 

社会福祉法人 信濃の星 

℡０２６－２８５－１９００E-ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：p-nagano@mx2.avis.ne.jp 

 


